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松本城天守閣

新春の集い
●日　時　１月２１日（土）

12 時 30 分集合
12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園
涵徳亭（かんとくてい）

●参加費　3,000 円
※参加する方は 12 月 28 日までに

連絡ください。
※小石川後楽園を散策する場合の

入園料は各自負担です。
　

11
月
22
日
に
開
催
し
た
第
３
回

幹
事
会
で
、
来
年
４
月
ま
で
の
主

な
行
事
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

順
次
、
参
加
募
集
し
ま
す
の
で
、

日
程
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
表
記
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
新
春
の
集
い
」
は
、
別
記
の

と
お
り
、
１
月
21
日
に
小
石
川
後

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場３月上席
●日　時　３月６日（月）

12 時 30 分集合
●参加費　500 円（弁当・飲物各自）
　　　※１月に参加募集します。

お花見ウォーク
●日　程　４月下旬
●場　所　六義園・旧古河庭園
　　　※３月に参加募集の予定。

楽
園
「
涵
徳
亭
」
で
開
催
し
ま
す
。

名
園
を
な
が
め
な
が
ら
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

別
記
の
よ
う
に
、
３
月
６
日
に

国
立
演
芸
場
を
お
さ
え
ま
し
た
。

参
加
費
は
５
百
円
。
今
回
は
昼
食
・

飲
物
は
各
自
用
意
で
す
。
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
募
集
は
１
月
で
す
。

　

来
春
の
お
花

見
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
４
月
下

旬
に
ツ
ツ
ジ
が

美
し
い
「
六
義

園
・
旧
古
河
庭

園
」
を
周
遊
す

る
予
定
で
す
。

乞
う
ご
期
待
。

冬景色の小石川後楽園

旧古河庭園の春

新
春
の
集
い

演
芸
を
楽
し
む
会

お
花
見　

ウ
ォ
ー
ク

１月２１日新春の集い

演芸鑑賞３月６日

お花見は４月下旬
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11
月
14
日
、
西
国
分
寺
駅
に
集

合
、
武
蔵
台
遺
跡
敷
石
住
居
跡
を

経
て
う
っ
そ
う
と
し
た
Ｖ
字
谷
の

伝
鎌
倉
街
道
を
通
り
、
武
蔵
国
分

尼
寺
跡
。
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
武

蔵
国
分
寺
跡
と
と
も
に
、
建
物
の

大
き
さ
や
構
造
の
巧
み
さ
に
感
動

を
覚
え
つ
つ
、
古
代
人
の
夢
の
跡

を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
国
分
寺
で
万
葉
植
物
園

な
ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
次
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
「
お
鷹
の
道
・
真
姿
の
池

湧
水
群
」
へ
。
国
分
寺
崖
線
か
ら

と
う
と
う
と
湧
き
出
る
清
水
は
、

古
代
か
ら
人
が
集
っ
た
理
由
を
今

　

11
月
22
日
に
開
催
し
た
第
３
回

幹
事
会
で
、
来
年
４
月
ま
で
の
主

な
行
事
計
画
以
外
に
、
①
旅
行
会

の
今
後
の
対
応
、
②
秋
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
総
括
、
③
10
周
年
記

念
事
業
企
画
、
④
定
期
総
会
日
程

の
考
え
方
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

旅
行
会
は
、
参
加
者
が
少
な
い

た
め
２
年
連
続
で
中
止
し
ま
し
た
。

参
加
者
減
少
の
原
因
は
、
会
員
の

高
齢
化
や
旅
行
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

来
年
も
中
止
と
い
う
事
態
に
な

ら
な
い
よ
う
、
旅
行
業
者
に
数
点

の
案
を
出
し
て
も
ら
い
、
成
功
可

能
な
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。
従
来
ど
お
り
11
月
実
施
、
２

泊
３
日
を
基
本
に
検
討
し
ま
す
。

　

10
月
に
実
施
し
た
「
上
野
公
園

歴
史
散
歩
」
は
、
参
加
者
か
ら
大

好
評
で
し
た
。
今
後
も
、
同
様
の

評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
行
事
を

企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

記
念
行
事
検
討
の
た
め
に
、
上

部
団
体
や
都
庁
退
各
単
会
の
記
念

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
①
記
念
学
習
会
、
②
功

労
役
員
表
彰
、
③
会
員
に
記
念
品
、

④
懇
親
会
開
催
と
い
う
、
ご
く
一

般
的
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
、
労
組
や
民
主

団
体
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

を
提
供
し
て
い
る
会
社
に
相
談
し

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

現
行
の
５
月
開
催
で
は
、
準
備

期
間
に
４
・
５
月
連
休
が
挟
ま
る
た

め
、
６
月
上
旬
の
開
催
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
総
会
日
程
案

は
２
月
の
幹
事
会
に
提
案
し
ま
す
。

に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
お
な
か
が
す
い
て
、
今
回

の
案
内
役
を
担
っ
た
押
田
幹

事
推
奨
の
十
割
そ
ば
店
へ
。

こ
れ
が
絶
品
。
オ
ヤ
ジ
が

ち
ょ
っ
と
面
倒
く
さ
か
っ
た

の
も
愛
嬌
で
し
ょ
う
。

　

昼
食
後
、
飛
鳥
時
代
に
都

と
各
国
府
を
結
ん
だ
官
道
の

一
つ
東
山
道
武
蔵
路
跡
、
道

幅
12
ｍ
の
直
線
道
路
に
ビ
ッ

ク
リ
。
目
的
地
の
最
後
は
都

立
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
。
崖
線
沿

い
の
庭
園
は
紅
葉
し
始
め
、

曇
り
空
が
し
っ
と
り
し
た
美

第３回
幹事会

旅
行
会
の
今
後
の
対
応
、

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

総
括
、
10
周
年
記
念
事
業

企
画
、
総
会
日
程
を
検
討

旅
行
会
、
今
後
の
対
応

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
総
括

10
周
年
記
念
事
業
検
討

第
10
回
定
期
総
会
日
程

「歩こう会」11月のウォーク

「武蔵国分寺跡と
お鷹の道」散策

し
さ
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
を
含
め
約
４
時
間
、
約
６

Km
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
は
、
国
分
寺
駅

で
終
了
、
解
散
し
ま
し
た
。

　

国
分
寺
崖
線
に
沿
っ
て
、
縄
文

時
代
か
ら
古
代
の
遺
跡
、
鎌
倉
時

代
の
遺
構
と
江
戸
期
の
名
残
を
訪

ね
る
歴
史
と
自
然
、
見
ど
こ
ろ
が

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
充
実
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。

　
「
歩
こ
う
会
」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
今
回
で
６
回
目
。
今
回
の
参
加

者
は
８
名
で
し
た
。
今
後
も
年
４

回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
次
は
ど
こ
へ
？

国分寺崖線から湧き出る「真姿の池湧水群」にて
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10
月
31
日
、
都
庁
職
大

会
議
室
で
自
治
体
退
職
者

会
東
京
都
本
部
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
調
不
良
の
た
め
参
加

で
き
な
か
っ
た
本
郷
会
長

の
代
理
で
挨
拶
し
た
遠
藤

副
会
長
は
、「
高
齢
者
の

声
を
数
多
く
結
集
し
、
現

役
と
力
を
あ
わ
せ
て
安
倍

政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
よ

う
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
活
動
方
針
の
柱
は
、

年
金
・
医
療
・
介
護
保
険
制
度
の

拡
充
、
平
和
と
民
主
主
義
の
闘
い
、

組
織
拡
大
の
取
組
み
強
化
等
で
す
。

社
会
的
課
題
は
、
特
別
決
議
を
採

択
し
た
①
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
、
②
脱
原
発
実
現
、
③
教
育
の

国
家
統
制
強
化
反
対
、
④
部
落
差

別
撤
廃
が
取
組
み
の
重
点
で
す
。

私
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
25
日
、
都
庁
職
大

会
議
室
で
東
京
都
庁
退
職

者
連
合
会
第
14
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
会
長
は
「
国
会
は

改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を

超
え
た
。
危
険
な
状
況
に

あ
り
、
安
倍
の
暴
走
を
止

め
る
闘
い
は
今
年
も
重
要

な
課
題
だ
。
豊
洲
市
場
問

題
が
注
目
を
集
め
て
い
る

が
、
東
京
ガ
ス
跡
地
移
転

を
決
め
た
石
原
と
浜
渦
の

責
任
は
明
白
だ
。
楽
し
い

活
動
を
し
な
が
ら
元
気
に

集
ま
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ

の
運
動
の
目
的
だ
。
元
気
が
次
の

運
動
に
つ
な
が
る
。
健
康
に
気
を

付
け
て
活
動
し
よ
う
。
継
続
は
力

だ
。」
と
、
退
職
者
会
運
動
の
基
本

的
方
向
性
を
指
し
示
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
核
廃
絶
運
動

の
推
進
や
地
域
運
動
実
践
の
重
要

「何としても安倍退陣へ！」運動強化を決意

自
治
体
退
職
者
会
都
本
部
第
27
回
定
期
総
会

性
に
関
す
る
補

強
意
見
等
を
含

め
、
社
会
保
障

の
充
実
、
反
戦

平
和
運
動
の
推

進
、
組
織
強
化

等
を
運
動
の
柱

と
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

東
京
都
庁
退
職
者
連
合
会
第
14
回
定
期
総
会

　

昭
和
運
輸
に
よ
る
３
名
の
不
当

解
雇
に
関
わ
る
裁
判
は
、
被
解
雇

者
宮
川
巧
さ
ん
の
死
亡
に
よ
り「
解

雇
撤
回
、
職
場
復
帰
」
の
思
い
は

残
念
な
が
ら
実
ら
ず
、
金
銭
に
よ

る
和
解
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
３
保
（
厚
生
年
金
、
健

康
保
険
、雇
用
保
険
）適
用
問
題
は
、

会
計
検
査
院
か
ら
厚
労
相
宛
文
書

「
日
雇
い
労
働
者
給
付
金
に
関
わ
る

制
度
の
運
用
」
が
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
厚
労
省
年
金
局
・
保

険
局
は
、「
厚
生
年
金
保
険
加
入
及

保
険
の
適
用
に
道
筋
を
つ
け
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
下
請

労
供
労
働
者
の
継
続
就
労
者
が
例

外
的
に
日
雇
い
扱
い
さ
れ
、
無
権

利
状
態
に
お
か
れ
て
き
た
現
状
を

大
き
く
改
善
す
る
も
の
で
す
。

　

昭
和
運
輸
の
労
供
労
働
者
43
名

は
、
闘
い
の
結
果
す
で
に
３
保
が

適
用
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
保
全
協

会
に
は
、
会
員
51
社
に
対
し
法
に

該
当
す
る
労
供
労
働
者
に
３
保
の

適
用
を
は
か
る
よ
う
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
宮
本
）

厚生労働省年金局・保険局が「厚生年金保
険加入及び健康保険の切り替えに関する運
用方針」「雇用保険の適用」の 10 月 17 日
付文書を提示し、環境保全協会に指導

び
健
康
保
険
の
切
り
替
え
に

関
す
る
運
用
方
針
」「
雇
用
保

険
の
適
用
」
に
よ
り
環
境
保

全
協
会
を
文
書
指
導
し
、
新

運
転
、
自
運
労
に
対
し
て
も

同
様
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
下
請
業
界
３
千
名
余

の
労
供
労
働
者
の
９
割
が
継

続
就
労
者
で
、
３
保
（
厚
生

年
金
、健
康
保
険
、雇
用
保
険
）

適
用
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

労
供
労
働
者
の
厚
生
年
金
適

用
と
一
般
健
康
保
険
、
雇
用

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑻

厚
生
労
働
省
が
東
京
環
境
保
全
協
会
へ

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
適
用
で
文
書
指
導
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１月 14 日、東京清掃旗開
き。鏡開きは、星野・西川・
吉田元委員長、戸張・柳両
副会長、庄司事務局長（当時）、
桐田委員長と当局側理事者
により行われました。

１月30日、小石川後楽園涵徳亭で「新
春の集い」を開催、26名参加しました。
一年ぶりに再会する方もいて、互いの
経年劣化の話題で盛り上がったようで
す。恒例の参加者の「ひとこと」は爆
笑につぐ爆笑、元気の素を分ちました。

３月 17日、「演
芸を楽しむ会」
を国立演芸場で
行い、家族を含
め14名が参加。
今年で４回目、
すっかり定着し
てきました。

２月16日、東京清掃主催の退
職者送別会。例年より参加者
も多く、「生涯労働運動」への
気概や東京清掃に対する厚い
想いが語られるなど、元気を
もらえ、いい会になりました。

４月 29 日の中央
メーデーは例年同
様代表参加とし、
５月１日の日比谷
メーデー中心に取
組みました。20名
参加。今年も東京
清掃本部・女性部・
青年部と同じ梯団
で、退職者会旗を
高々と掲げて鍛冶
橋まで元気に行進
しました。

４月12日にお花見ウォーキング。今年は
３年前に雨で中止した「大宮盆栽村と大宮
公園散策」に再チャレンジ。近代漫画の父
北沢楽天ゆかりの「さいたま私立漫画会
館」に寄り道。「盆栽美術館」の説明コー
ナーで知識を仕入れ、道々の盆栽園にも立
ち入って、すっかり盆栽通気分。大宮公園
の桜は端境期でしたが、かえって静かで、
春の陽気を存分に楽しめました。

戦争法は昨年９月 19 日に強行採決
されましたが、戦争法廃止へ向け
た闘いは継続して取組まれ、毎月
19 日の「戦争法廃止！安倍内閣退
陣！」を求める国会前行動に、毎回
数千人〜１万人が結集しました。退
職者会は延べ 100 名超の動員体制
で闘いました。来年も安倍内閣を退
陣させる取組みに全力をあげます。 ５・３憲法集会

雨にも負けず　風にも負けず
戦争法廃止 9.19 国会前行動

大宮公園桜園地

日比谷メーデー

中央メーデー
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５月 27日に第９回定期総会。参加
会員は 32名。社会的・市民的運動
の推進と組織拡大を２大目標に定め
た活動方針を確認。堀田会長が勇退
し、庄司事務局長が会長に就任。会
員も総会時点で 100 名になりまし
た。総会後は和気あいあいの懇親会。９月 27日、地公三単産・地

公退高齢者集会、９月 28日
に全国高齢者集会。両集会と
も、戦争法廃止と安倍政権退
陣の方針を鮮明にし、28日
は後楽園周辺をデモ行進、安
倍退陣等を訴えました。

９月９日、「日本政治の現
状と参議院選後の課題」
をテーマに学習会。24 名
が参加。講師も熱弁、懇
親会も盛上り、有意義な
学習会になりました。

賃金確定総決起
集会で激励する
庄司会長

10月６日、「上野公園歴史散歩」に家族
を含め18名参加。ボランティアガイド
の案内で古代から江戸文化、明治維新ま
での歴史の痕跡を探索するミニツアー。
参加者から「楽しくて勉強になるいい企
画だった」と好評をいただきました。

今年も東京清掃との連携強化

東京清掃自治研集会

東京清掃定期大会

藤本講師

昭和運輸不当解雇撤回闘争は自治労東
京・東京清掃・下請労組が主体となって
取組み、今年の大きな課題になりました。

５

自主サークル「歩こう会」
は、２月に港区大使館周遊
ラリー、６月に谷根千散策、
９月に鎌倉扇ガ谷・源氏山、
11月に武蔵国分寺跡とお鷹
の道ハイクを行いました。

11月６日〜８日で計画し
ていた旅行会は、参加申
込者が予定数を大きく下
回ったため、今年も実施
できませんでした。２年
連続の中止は残念です。

谷根千散策・夕焼けだんだん

悪の巣窟・経団連抗議　　
2.19 けんり春闘中央行動

5.24 狭山事件の再審を
求める市民集会

原発のない未来へ！
3.26 全国集会

沖縄県民大会と呼応する
いのちと平和のための 6.19 行動

全日制市民の立場
を活かし、各種集
会・行動に積極的
に関わりました。
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地
公
退
は
、
９
月
13
日
、
江
崎

参
議
院
議
員
同
席
の
も
と
「
総
務

省
要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
回
答

を
受
け
ま
し
た
。
主
な
回
答
内
容

は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
法
等
に
よ

り
共
済
年
金
は
厚
生
年
金
に
統
合

さ
れ
、
職
域
部
分
を
廃
止
、「
年
金

払
い
退
職
給
付
」
が
創
設
さ
れ
た
。

今
後
も
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分

伺
い
つ
つ
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
で
、
地
方

自
治
体
勤
務
の
常
勤
職
員
も
非
常

勤
職
員
も
、
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
平
成
28
年
10

月
か
ら
厚
生
年
金
加
入
要
件
の
週

所
定
労
働
時
間
を
30
時
間
以
上
か

ら
20
時
間
以
上
に
緩
和
、
短
時
間

労
働
者
の
厚
生
年
金
適
用
が
拡
大

さ
れ
る
。
総
務
省
の
各
自
治
体
宛

通
知
で
、
地
共
済
法
非
適
用
者
の

社
会
保
険
の
適
用
は
各
法
律
に
基

づ
く
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

基
礎
年
金
を
対
象
外
と
す
る
よ

う
要
求
。
→
回
答
な
し
。

　

年
金
制
度
は
、
年
金
生
活
者
の

理
解
を
十
分
に
得
る
必
要
が
あ
り
、

制
度
改
正
を
行
う
に
当
た
っ
て
は

財
政
検
証
の
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
結

果
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
年
金
部
会

等
で
十
分
な
議
論
を
行
い
た
い
。

　
被
用
者
年
金
一
元
化
後
の
厚
生

年
金
保
険
給
付
積
立
金
の
運
用
は
、

平
成
26
年
７
月
策
定
の
「
積
立
金

基
本
指
針
」
で
、
管
理
積
立
金
の

運
用
は
厚
生
年
金
保
険
事
業
の
共

通
財
源
と
し
て
一
体
性
を
確
保
し

つ
つ
、
自
主
性
を
発
揮
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
国

連
の
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、
地

公
共
済
組
合
連
合
会
と
市
町
村
共

済
組
合
連
合
会
で
実
施
し
て
お
り
、 

地
方
公
務
員
共
済
組
合
全
体
で
の

検
討
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

　

追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
昭
和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和

41
年
７
月
か
ら
な
の
で
、
恩
給
期

間
が
違
う
た
め
だ
。
追
加
費
用
削

減
は
、
①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期

間
を
含
む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、

②
年
230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額

し
な
い
措
置
を
講
じ
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
当
た
り
、
地
方
公
共
団
体
の

取
組
に
対
す
る
支
援
充
実
に
つ
い

て
、
総
務
省
か
ら
厚
労
省
へ
要
請

し
て
い
る
。
介
護
基
盤
の
整
備
は
、

地
方
財
政
措
置
に
加
え
、
地
域
医

療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
よ
る
財

政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
所
要

の
国
費
確
保
や
、
地
方
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
基

盤
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す
る
。

　

生
活
保
護
基
準
の
復
元
な
ど
を

要
求
。
→
回
答
な
し
。

　

個
人
情
報
の
漏
洩
・
成
り
す
ま

し
等
防
止
策
確
立
と
、 

侵
害
対
策

ル
ー
ル
の
強
化
、
税
番
号
の
社
会

保
障
個
人
会
計
と
の
完
全
遮
断
を

要
求
。
→
回
答
な
し
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
公
的
国
民
皆
保
険

を
危
機
に
さ
ら
し
、
農
林
水
産
業

に
打
撃
を
与
え
、
地
域
産
業
育
成

等
国
内
ル
ー
ル
を
破
壊
す
る
。
撤

退
を
要
求
。
→
回
答
な
し
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
地
方
分
権
、

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
・
普
及
、
脱
原
発
社
会
の
実

現
を
要
求
。
→
回
答
な
し
。

年
金
・
介
護
・
税
制
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
脱
原
発
等

地
域
包
括
ケ
ア

 

生
活
保
護

社
会
保
障
・
税
番
号

 

Ｔ 

Ｐ 

Ｐ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

被
用
者
年
金
適
用
拡
大

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

年
金
積
立
金
運
用

追
加
費
用
削
減

年
金
の
制
度
設
計

保
険
料
拠
出
期
間
延
長
等
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特
別
区
人
事
委
勧
告
は
、
月
例

給
・
一
時
金
と
も
３
年
連
続
の
引

上
げ
を
勧
告
し
ま
し
た
が
、
自
宅

者
住
居
手
当
廃
止
の
経
過
措
置
中

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
実
質
的
に
は

マ
イ
ナ
ス
勧
告
に
等
し
く
、
し
か

も
、
管
理
職
等
上
位
職
層
の
引
上

げ
を
手
厚
く
す
る
な
ど
、
格
差
拡

大
勧
告
と
い
え
る
内
容
で
し
た
。

　

東
京
清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、

東
京
都
を
通
じ
た
国
の
指
導
を
反

映
し
、23
区
当
局
が「
区
現
業
は
国
・

民
間
に
比
べ
て
賃
金
水
準
は
高
い
」

と
執
拗
に
主
張
し
た
た
め
難
航
し

ま
し
た
が
、
11
月
17
日
に
よ
う
や

く
解
決
し
ま
し
た
。

　

当
局
か
ら
、
①
引
上

げ
勧
告
完
全
実
施
、
業

務
職
給
料
表
も
行
（
一
）

給
料
表
に
準
じ
て
引
上

げ
、
現
業
系
再
任
用
職

員
給
料
表
を
一
律
400

円
引
上
げ
、
②
育
児
休

業
の
取
扱
い
及
び
介
護

時
間
等
の
取
扱
い
を
改

善
、
③
懸
案
の
技
能
・
業
務
系
人

事
制
度
の
見
直
し
と
、
雇
用
と
年

金
の
接
続
に
つ
い
て
、
今
後
の
協

議
の
道
筋
を
つ
け
る
回
答
が
示
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
妥
結
を
判

断
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
、
現
役
世
代
の
応

援
団
と
し
て
、
地
連
別
集
会
を
含

む
東
京
清
掃
の
３
波
の
決
起
集
会

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
国
や
都
の
攻
撃
姿
勢

が
強
ま
る
と
み
ら
れ
る
だ
け
に
、

か
な
り
厳
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

今
後
も
、
現
役
世
代
を
し
っ
か
り

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

庄司会長と　　
柳副会長が激励

上
村
誠
一
さ
ん
逝
去

　
　
　
　
　
　

元
東
京
清
掃
書
記

の
上
村
誠
一
さ
ん
が
、
11
月
12
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
、
80
年
か
ら
04
年

ま
で
事
務
局
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
、
政
治
課
題
等
に
精
通
し
て
お

り
、
穏
や
か
な
人
柄
の
方
で
し
た
。

　

退
職
後
、
体
調
が
優
れ
な
い
状

訃
報

態
が
続
い
て
い
た
た
め
、
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
「
誕
生
月

お
祝
い
電
話
」
で
は
お
話
し
も
で

き
、
安
心
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と

で
、
急
に
体
調
が
悪
化
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
享
年
77
歳
。
喜
寿

を
迎
え
た
ば
か
り
で
し
た
。
謹
ん

で
故
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン

Ｐ
Ｋ
Ｏ
即
時
撤
退
！

戦
争
法
発
動
反
対
！

　

11
月
15
日
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ

Ｏ
駆
付
け
警
護
の
任
務
付
与
が
閣

議
決
定
さ
れ
る
中
、
11
月
19
日
の

戦
争
法
廃
止
！
国
会
前
毎
月
行
動

に
約
４
千
人
集
ま
り
、 「
南
ス
ー
ダ

ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
即
時
撤
退
！
」「
駆
付
け

警
護
絶
対
反
対
！
」「 

戦
争
法
即

時
廃
止
！
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
の
中
で
、
米
国
で
平
和
運

動
を
進
め
て
い
る
退
役
軍
人
の
会

代
表
が
、
兵
士
と
し
て
イ
ラ
ク
戦

争
に
参
加
し
た
体
験
を
語
り
、「
南

ス
ー
ダ
ン
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則

が
崩
壊
し
て
い
る
。
自
衛
隊
は
撤

退
す
べ
き
。
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
言

う
こ
と
は
疑
え
！
が
イ
ラ
ク
戦
争

の
教
訓
だ
。
71
年
間
も
戦
争
し
な

か
っ
た
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
だ
。

憲
法
９
条
は
日
本
の
宝
だ
。」
と
呼

び
か
け
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

東京清掃2016賃金確定

懸案事項に協議の道筋確保
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安心総合共済
　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
「
預
か
り
品

の
賠
償
責
任
」
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
関
連
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も

あ
り
、
旅
行
保
険
や
ゴ
ル
フ
保
険

の
要
素
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
保
険
で
は
対
象
外
の
「
預

か
り
品
の
賠
償
責
任
」
も
補
償
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
①
緊
急
医
療
相
談
、
②

医
療
機
関
案
内
、
③
転
院
・
患
者

移
送
手
配
等
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア

体
割
引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引

き
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

の
年
齢
構
成
を
考
慮
す
れ
ば
、
掛

金
も
安
く
、
加
入
に
あ
た
り
年
齢

心
総
合
共
済
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
」
の
「
資

料
請
求
ハ
ガ
キ
」

に
必
要
事
項
を
記

入
し
投
函
し
て
く

■４つの基本補償

①障害事故
　日常生活における偶然な外来の事故
によりケガをした場合の死亡・入院・
手術・通院が対象。１日目から補償。

②賠償事故
　日常生活における法律上の賠償事故（同居の家
族も補償）が対象。国内無制限、国外限度額１億円。

③携行品損害
　住宅外で被保険者所有の携行品が偶然な事故
で損傷した場合が対象。限度額 50 万円。

④受託品賠償責任
　他人からの預かり品やレンタル用品などに対
する賠償事故が対象。限度額 10 万円。

シ
ス
ト
」
や
、
介
護
関
連
サ
ー

ビ
ス
の
「
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
」
も
活
用
で
き
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団

だ
さ
い
。
自
治
労
サ
ー
ビ
ス
よ
り

加
入
に
必
要
な
書
類
が
送
ら
れ
ま

す
。
掛
金
の
払
込
み
は
金
融
機
関

の
口
座
か
ら
自
動
引
落
し
で
す
。

　歳をとるとちょっとしたこ
とでケガをし、意外に長引く
ことがある。歩行中に足を取
られて転倒し、右膝を捻挫。
大したことはないと思ってい
たが、なかなか直らず、結局
30 日間も通院。保険を請求
すると６万円支給。通院１日
目からの補償はメリットだと
思う。保険請求も簡単だった。

加入者の声（Ａさん）

制
限
が
な
く
、
医
師
の
審
査
も

不
要
（
が
ん
補
償
を
除
く
）
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、「
安

「
安
心
共
済
」
の
メ
リ
ッ
ト

「
安
心
共
済
」
の
加
入
方
法


